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働くことから学ぶ　　

キャリア教育　③
保健推進員・母子保健推進員が決まりました　④

国民年金保険料の免除申請について　⑦
第15回クリーン缶トリー運動イン岩出にご協力を　⑧

献血にご協力ください　⑩
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まちのホットな情報を届けます

正
六
位
瑞
宝
双
光
章

（
故
）
平
野　

長
氏
（
中
黒
）

　
（
故
）
平
野
氏
は
、
昭
和
24
年

に
和
歌
山
市
立
宮
北
小
学
校
教
諭

と
し
て
奉
職
し
、
以
来
40
年
の

永
き
に
わ
た
り
教
育
者
と
し
て
小

学
校
教
育
の
充
実
と
推
進
に
努

め
、
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
健
康
教
育
や
道
徳

教
育
の
充
実
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
地
域
の
人
々
や
保
護

者
か
ら
も
厚
い
信
望
を
集
め
ま
し

た
。

　

誠
に
残
念
な
が
ら
、
平
成
18
年

４
月
29
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
度
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

り
叙
位
叙
勲
の
栄
に
欲
せ
ら
れ
ま

し
た
。

全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会

功
労
者
表
彰

　

榎
本　

昭
三
氏
（
中
迫
）

　

去
る
六
月
二
日
㈮
開
催
の
和
歌

山
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡
協

議
会
総
会
に
お
い
て
榎
本
昭
三
氏

に
、
全
国
市
町
村
教
育
委
員
会
連

合
会
功
労
者
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。

　

榎
本
氏
は
教
育
委
員
と
し
て
多

年
に
わ
た
り
地
方
教
育
行
政
の
発

展
の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
は
極
め
て
顕
著
で

あ
る
と
し
て
、
功
労
者
表
彰
が
贈

ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
活
動
連
絡
協
議
会

関
係
者
表
彰
さ
れ
る

　

平
成
18
年
５
月
24
日
㈬
和
歌
山

市
ビ
ッ
グ
愛
に
お
い
て
第
49
回
和

歌
山
県
地
域
活
動
連
絡
協
議
会
ク

ラ
ブ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
地
域
社

会
に
お
け
る
児
童
の
健
全
育
成
に

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
地
域
活
動
連
絡
協
議
会

会
長
表
彰

個　

人

　

藤
原
和
代
（
中
黒
）

　

川
端
弘
子
（
森
）

　

中
岡
寛
子
（
紀
泉
台
）

　

小
川
昌
子
（
清
水
）

団　

体

　

岡
田
・
溝
川
父
母
子
ど
も
会

岩
出
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
に

　

島
本　

忠
生
氏
（
水
栖
）

　

が
就
任
さ
れ
ま
し
た

　

去
る
６
月
１
日
㈭
、
市
役
所
市

長
室
に
て
島
本
氏
の
行
政
相
談
委

員
委
嘱
状
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

行
政
相
談
は
、
国
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
そ
の
他
相
談
や
意
見
・

要
望
を
受
け
付
け
、
相
談
者
と
関

係
行
政
機
関
の
間
に
立
っ
て
、
そ

の
解
決
や
実
現
の
促
進
を
図
り
、

行
政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
民
間
の
有
識
者
に
委
嘱
し
、
全

国
の
市
町
村
の
区
域
を
単
位
に
配

置
さ
れ
、
自
宅
で
相
談
を
受
け
る

ほ
か
、
場
所
を
定
め
定
例
的
に
、

ま
た
は
巡
回
し
、
あ
る
い
は
相
談

所
の
開
設
に
よ
り
、
常
時
住
民
の

身
近
な
と
こ
ろ
で
、
気
軽
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
は
、
す
で
に
朝
稲
行

政
相
談
委
員
が
市
内
地
域
を
担
当

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
島
本

氏
の
委
嘱
に
よ
り
ま
し
て
、
６
月

か
ら
２
人
体
制
で
行
政
相
談
活
動

を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
の
開
設
日
は
、
本
紙
の

Ｐ
15
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

な
お
、
行
政
相
談
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、
市
長
公
室　

市

民
ふ
れ
あ
い
係
ま
で

写真は左から藤原さん、川端さん、中岡さん、小川さん、岡田・溝川父母子ども会代表 奥さん

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　

夏
の
子
ど
も
を
ま
も
る

　
　
　
　
　
　
　

運　

動

　

毎
年
夏
休
み
に
な
る
と
全
国
各

地
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
水
の
事

故
、
非
行
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ

た
り
と
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道

さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
家
庭
、
学
校
、

地
域
が
一
体
と
な
っ
て
守
る
運
動

が
、
本
年
度
も
７
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で
県
下
一
円
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

尊
い
子
ど
も
た
ち
の
生
命
と
安

全
を
守
る
た
め
、
家
庭
に
お
い
て

十
分
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
地
域
に
お
い
て
も
子
ど
も
た

ち
を
池
や
河
川
で
の
水
泳
び
や
非

行
の
現
場
で
見
か
け
た
ら
ひ
と
声

か
け
る
な
ど
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
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教
育
委
員
会
並
び
に
管
内
の
各

中
学
校
で
は
、
数
年
前
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・

職
業
観
を
育
て
、「
学
ぶ
こ
と
」「
働

く
こ
と
」「
生
き
る
こ
と
」
の
大

切
さ
を
育
む
職
場
体
験
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
一

人
一
人
が
職
業
に
関
す
る
知
識
や

技
能
を
身
に
付
け
、
自
分
を
見
い

だ
し
、
自
ら
将
来
の
進
路
を
選
択

す
る
能
力
や
態
度
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
が
、
地

域
で
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
づ
く

り
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
は
、
多
く
の
皆
様
の

ご
協
力
を
得
な
が
ら
の
一
日
で
し

た
が
、
本
年
度
か
ら
職
場
体
験
を

よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
連

続
五
日
間
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

平
成
18
年
度
実
施
校

　

岩
出
中
学
校　

２
年
生

　
　
　
　
　
　
　

約
３
０
０
名

　

11
月
20
日
㈪
か
ら

　

11
月
24
日
㈮
ま
で

平
成
19
年
度
実
施
校

　

岩
出
第
二
中
学
校　

２
年
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

地
域
の
皆
様
、
事
業
所
の
皆
様

ご
協
力
を
！

　

生
徒
た
ち
が
体
験
で
き
る
多
く

の
職
場
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
け
入
れ
は
何
人
で
も
結
構
で

す
。

「
う
ち
の
店
で
協
力
し
ま
し
ょ

う
。」
と
か
「
知
り
合
い
の
事
業

所
で
協
力
し
て
も
ら
え
そ
う
だ
。」

と
い
っ
た
場
合
、
是
非
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

連
絡
先　

岩
出
中
学
校

　
　
　
　
　
　

62

３
２
２
３

　
　
　
　
　

岩
出
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

62

２
１
４
１　

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
４
）

働
く
こ
と
か
ら
学
ぶ

「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

キ
ャ
リ
ア
・
ス
タ
ー
ト
・
ウ
ィ
ー
ク

〜
地
域
で
す
す
め
る
み
ん
な
の
職
場
体
験
〜

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

統
一
標
語
「
ふ
れ
あ
い
と

　

対
話
が
築
く　

明
る
い
社
会
」

　

岩
出
市
で
は
、
保
護
司
と
更
生

保
護
女
性
会
が
協
力
し
て
、
次
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

①
非
行
防
止
の
講
演
会

②
市
内
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

③
街
頭
啓
発
活
動

④
中
学
校
で
の
あ
い
さ
つ
運
動

⑤
小
学
生
の
登
下
校
時
パ
ト
ロ
ー
ル
他

　

近
年
、
都
市
化
、
核
家
族
化
が

進
み
、
住
民
ど
う
し
の
ふ
れ
あ
い

や
世
代
間
の
対
話
が
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
地
域
社
会
の

犯
罪
抑
止
力
や
家
庭
の
教
育
力
の

低
下
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
運
動

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
対

話
と
協
調
」
を
基
本
と
し
た
「
ふ

れ
あ
い
の
ま
ち
」
づ
く
り
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
方
の

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

岩
出
市
保
護
司
会

　

岩
出
市
更
生
保
護
女
性
会

　5月 16日から 5月 25日にかけて、市立の 6保育所
で「春の交通安全教室」が開催されました。
　園児たちは、岩出警察署のおまわりさんや市交通指
導員さんら「信号機の見方」や「横断歩道の渡り方」
について学びました。
　当日は保護者の方々も参加し、親子で楽しく交通ルー
ルを学ぶことができました。

交通ルールを守りましょう
～春の交通安全教室～

　６月６日㈫、上岩出小学校の５年生が「田植え」を
体験しました。
　この田植え体験は、県の「中山間ふるさと・水と土
保全対策事業」の一環として、土地改良区や JA岩出、
PTA、青少年育成会等の協力のもと、毎年実施されて
いるものです。
　子ども達は、米作りについて一通り学んだあと、さっ
そく田植えに挑戦 !!
　田んぼに入るとすぐに「うぁー」と歓声をあげ、泥
だらけになりながら、一つひとつ丁寧に苗を植えてい
ました。子ども達は、体験を通じて水の大切さ・米作
りの苦労を実感しました。
　みんなで力を合わせて植
えた苗は、秋には立派に成
長することでしょう。
　収穫が楽しみですね。

上岩出小学校の５年生が
田植えを体験 !!

NEWS IWADE
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岩
出
市
で
は
、
市
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
保
健
推
進
員
が
市
民
の
皆
様

の
健
康
づ
く
り
の
推
進
・
相
談
や

保
健
知
識
の
普
及
に
努
め
、
母
子

保
健
推
進
員
は
地
域
の
中
で
妊
婦

さ
ん
や
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の

身
近
な
相
談
役
と
し
て
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
推
進
員
の
活
動
と
各
地

区
推
進
員
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

　

保
健
推
進
員　

主
な
活
動

○
地
域
の
皆
様
か
ら
の
健
康
に
関

す
る
相
談
活
動

○
各
種
保
健
事
業
の
啓
発
と
検
診

の
受
診
勧
奨

○
健
康
手
帳
交
付
の
協
力

○
県
や
市
主
催
の
行
事
や
研
修
会

へ
の
参
加

　

こ
の
ほ
か
、
保
健
推
進
員
の
自

主
的
な
活
動
と
し
て
、「
ふ
れ
あ

い
健
康
21
」
の
普
及
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員　

主
な
活
動

○
乳
幼
児
健
診
、
健
康
相
談
へ
の

協
力
と
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び
紹
介

○
妊
婦
教
室
へ
の
協
力

○
い
わ
で
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
お

い
て
遊
び
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ

の
紹
介
及
び
展
示

○
地
域
で
の
相
談
活
動

○
子
育
て
支
援
の
自
主
的
な
活
動

と
し
て
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と

連
帯
し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
遊
び
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
各
地
区
の
推
進
員

を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

保
健
推
進
員

（
岩
出
地
区
）

　

森　
　

真
澄

　

岩
田　

美
予
子

　

伴
野　

き
み
子

　

山
中　

美
江

　

井
神　

文
枝

　

井
谷　

満
守
美
（
副
会
長
）

　

西
口　

悦
子
（
地
区
長
）

　

井
谷　

文

　

淺
井　

徳
子

　

向
イ
平
喜
久
美

　

瀬
藤　

雪

（
山
崎
地
区
）

　

木
村　

千
治

　

平
野　

紀
美
子
（
会　

長
）

　

増
田　

道
代

　

中
西　

純
子

　

楠
本　

幾
久
枝

　

田
村　

喜
代

　

鈴
木　

伴
子

　

土
岐　

宜
子
（
地
区
長
）

　

平
井　

安
規
子

吉
野　

都
志
子

明
渡　

美
津
子

丈
六　

貴
美
代

野
中　

計
美

渡
名
喜
紗
代
子

喜
多　

京
子

中
野　

幸
子

安
村　

正
恵

西
中　

妙
子

藤
平　

啓
子

池
田　

知
歌
子

渕
田　

美
智
子

河
野　

秋
子

杉
本　

恵
美
子

土
生
川
た
ま
代

赤
井　

悦
代

畳
田　

淑
子

（
根
来
地
区
）

田
宮　

ふ
み
子
（
地
区
長
）

藤
岡　

佳
世
子

山
口　

ゆ
か
り

亀
田　

良
恵

小
西　

昭
子

湯
川　

道
代

小
栗　

圭
永
子

安
村　

栄

北
田　

典
子

（
上
岩
出
地
区
）

阿
南　

千
津

野
崎　

明
美

辻　
　

清
子
（
地
区
長
）

堂
本　

閲
子
（
副
会
長
）

松
田　

多
恵
子

鳥
本　

展
子

鳥
本　

節
子
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光
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お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
推
進
課

ま
で

保
健
推
進
員
・
母
子
保
健
推
進
員

が
決
ま
り
ま
し
た
。

NEWS IWADE
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岩
出
警
察
署
通
信

  １　車上ねらいの被害が増加しています

　岩出市内では昨年156件の車上ねらいが発生しており、

今年も既に１月～４月までの間で 39 件発生しています。

　ドロボーは、車内にカバンなどがあるのを見つけると、

石などでガラスを割ったり、ドライバーを鍵穴に差し込

むなどしてドアを簡単に開け、盗んでしまいます。

防犯方法は、車内に何も置かないことです。

●車内にカバンや貴重品を置かない。
●トランクにも貴重品を入れない。
●少しの間でもドアロックをする。
●明るく見通しの良い位置へ駐車する。
●「私は大丈夫」と考えない。

防　　犯
ポイント

  ２　自転車・オートバイの盗難被害が増加しています

　岩出市内では、自転車やオートバイといった乗り物の

盗難被害が多発傾向にあります。

被害の多くは、ＪＲ岩出駅やミレニアシティなどのス

パーやコンビニの駐車場、アパートやマンションの駐輪

場で発生しています。

自転車は
　●鍵は必ずかける
　●鍵を二重ロックにする
オートバイは
　●エンジンキーを抜き、ハンドルロックをかける
　●チェーン鍵やＵ字ロックをかける

被 害 に
遭わない
た め に

  ３　自動販売機ねらいの被害も増加しています

　自動販売機の扉等を工具でこじ開け、現金を盗むとい

う自動販売機ねらいが、今年４月末頃から国道沿いを中

心に頻発しています。

　警察ではパトロールを強化していますが、不審な者

（車）を見かけたらすぐに１１０番通報してください。

  侵入盗にご用心

　留守中の家に侵入して金品を盗む「空き巣」や、閉店

後の店等に侵入して金品を盗む「出店荒らし」が発生し

ています。

　その手口は、無施錠の玄関・勝手口からの侵入はもちろ

ん、玄関・勝手口の施錠部分のガラスを割り解錠して侵入

するなどです。

　また、農家のご家庭では、農繁期に入り、家を空ける機

会が増えると思いますが、戸締まりは忘れずにしましょう。

　これらの犯罪を防止するためには、夜間、門灯を点灯し
たり、補助錠をつける、いわゆる「ワンライト・ツーロック」
を実行することが効果的です。

街頭犯罪
について

街頭犯罪
について

街頭犯罪
について

警 察 官 の 募 集 に つ い て
◆試験日程

◆受験資格
　昭和 52年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた人
※大学（短大を除く）を卒業した人又は平成 19年３月末日までに卒業見
込みの人は除く

◆受験を希望される方は、試験案内と申込書を岩出警察署またはお近くの交
番・駐在所でお受け取りください。

試験区分 受付期間 第１次試験日 第２次試験日

警察官 B
男性・女性

7月 31 日～
8月 11 日

9月 17 日 10月中旬
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介護保険の
ご案内
問い合わせ先

保険年金課介護保険係
（内線 189・196）

介
護
保
険
施
設
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に

利
用
者
負
担
の
軽
減
申
請
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介護保険施設入所者（短期入所を含む）の居住費（滞在費）・食費

に係る負担限度額の申請について
介護保険施設に入所、入院又は短期入所された方で次表の第１段階～第３段階に

該当する場合は、申請することより利用者負担額が軽減されます。

利用者負担

段　　　階
要　　　　件

１日当たりの居住費
１日当
たりの
食費

ユニット型
個　　　室

ユニット型
準個室

従来型個室
多床室

第１段階
•老齢福祉年金受給者で世帯
員全員が住民税非課税
•生活保護の受給者等

820 円 490 円
（320 円） 0円 300 円

第２段階
世帯全員が住民税非課税で課
税年金収入額と合計所得金額
の合計が 80万円以下の方

820 円 490 円
（420 円） 320 円 390 円

第３段階
世帯員全員が住民税非課税で
第２段階に該当しない方

1,640 円 1,310 円
（820 円） 320 円 650 円

基準費用額
※　申請不要
世帯内に課税されている方が
いる場合

1,970 円 1,640 円
（1,150 円）320 円

1,380

円

※（　）内は特別養護老人ホーム入所又は短期入所を利用した場合の従来型個室の額。
※申請は随時受付しています。詳細は、介護保険係へお問い合わせください。

社会福祉法人等による利用者負担の軽減申請について
社会福祉法人等によるサービス（介護老人福祉サービス、訪問介護、通所介護、
短期入所生活介護等）を受けている方で、市町村民税世帯非課税であって、次の
要件の全てを満たす方のうち、その方の収入や世帯の状況、利用者負担額等を総
合的に勘案し、生計が困難であると認めた場合、利用者負担額が 4分の 1（老齢
福祉年金受給者は 2分の 1）軽減されます。〈但し、利用者負担の軽減を行うことを、
当該法人の所轄庁（都道府県など）に申し出た社会福祉法人が提供するサービス
に限られます。〉
①　年間収入が単身世帯で 150 万円、世帯員１人増えるごとに 50 万円を加算し
た額以下であること。

②　預貯金等の額が単身世帯で 350 万円、世帯員が１人増えるごとに 100 万円を
加算した額以下であること。

③　世帯がその居住の用に供する家屋その他日常生活のために必要な資産以外に
利用しうる資産を所有していないこと。

④　負担能力（市町村民税課税者）のある親族等に扶養されていないこと。
⑤　介護保険料を滞納していないこと。
※　訪問介護等利用者負担額減額認定を受けている方は、本減免による訪問介護
の追加減免はできません。

※　申請は随時受付しています。詳細は、保険年金課介護保険係へお問い合わせ
ください。

○第１号被保険者（65歳以上）介護保険料普通徴収　納期
　平成 18年度介護保険料第２期分の納期限は、7 月 31日㈪です。
期日に遅れないようにお納めください。
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こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
制
度

の
発
展
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
特

別
な
事
情
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障
害
者

に
対
し
て
福
祉
的
措
置
を
講
じ
る

観
点
か
ら
給
付
金
の
支
給
を
行
う

制
度
で
す
。

　

対
象
者
は

◆
平
成
３
年
３
月
以
前
の
学
生

の
期
間
に
、
国
民
年
金
任
意

加
入
期
間
を
も
つ
者

◆
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
厚
生

年
金
保
険
等
に
加
入
し
て
い

た
方
の
配
偶
者
の
う
ち
、
国

民
年
金
任
意
加
入
期
間
を
も

つ
者
が
、
任
意
加
入
し
て
い

な
か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た

傷
病
に
よ
り
、
現
在
、
障
害

基
礎
年
金
の
１
、２
級
相
当

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
請
求
書
は
市
役
所
国
民

年
金
窓
口
へ
提
出
し
て
い
た
だ

き
、
支
給
は
社
会
保
険
庁
の
認
定

を
受
け
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課
国

民
年
金
係
（
内
線
１
６
４
〜

１
６
６
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　所得が少なく国民年金保険料を納めるのが困難
な方に、申請により保険料の納付を免除する制度
が設けられています。
　この制度には、保険料の全額が免除される「全
額免除」、保険料の４分の３が免除される「４分の
３免除」、保険料の半額が免除される「半額免除」、
保険料の４分の１が免除される「４分の１免除」
の４種類があります。
▷免除の条件は
　本人（申請者）、配偶者、世帯主のそれぞれの前
年中の所得が一定の基準以下であることが条件で
す。
　例えば夫婦と子２人の４人家族（子の１人は16
歳以上 23歳未満）で夫婦のいずれかのみに所得の
ある場合次の通りです。
　全額免除で162万円以下
　4分の 3免除で 217万円以下
　半額免除で257万円以下
　4分の 1免除で 297万円以下
　（なお、全額免除以外は社会保険料控除額等があ
れば、これらを加算した額となります。）
　ただし、前年中の所得が基準を超えていても、
失業等により所得がない方については、特例とし
て承認される場合があります。また、30歳未満の
方には、「若年者納付猶予制度」があります。国民
年金係までご相談ください。
▷手続きは
　市役所国民年金係に年金手帳又は納付書と認め
印を持参し、窓口に備付けの申請書に記入してく
ださい。（なお、申請書の様式は社会保険庁のホー
ムページからも印字（プリントアウト）できます。）

　本年６月分まで、失業等により特例で全額免除
を承認された方や半額免除を承認された方で、７
月分以降も免除を希望される方は、本年８月末ま
でに改めて申請してください。新たに免除を希望
される方の申請も受付しています。
　なお、本年６月分まで、全額免除や若年者納付
猶予が承認された方（失業等により免除・猶予が
承認されている方を除く）で、７月分以降も継続
して申請を希望（申請書の申請者記入欄の「はい」
に○をつけた方）された方は、あらためて申請を
行わなくても自動的に審査をされますので、結果
（通知）をお待ち下さい。
▷免除の期間は
　７月分から翌年６月分までとなります。
▷将来の年金額は
　国民年金の保険料納付済期間が40年（480月・
20歳～ 60歳）で満額の老齢基礎年金を受給でき
ますが、免除承認期間については、次の表により
計算されます。

　全額免除以外の一部免除が承認された期間につ
いて、残りの保険料の納付がなければ、その期間
は保険料未納期間となります。
　その他、詳しくは保険年金課国民年金係（内線
164～ 166）までお問い合わせください。

全額納付及び免除区分 年金額
全 額 納 付 満額を受給
全 額 免 除 承 認 期 間 ⅓  を 受 給
４分の３免除承認期間 ½  を 受 給
半 額 免 除 承 認 期 間 ⅔  を 受 給
４分の１免除承認期間 ⅚  を 受 給

国民年金保険料の免除申請について

特別障害
給 付 金
制 度 に
つ い て
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生生活活環環境境
ののペペーージジ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814

　今年も、「クリーン缶トリー運動イン岩出」
を右記のとおり実施します。
　この運動は、市民が一体となって美化運動
に取り組み、ごみのないまち・きれいなまち・
美しいふるさとづくりを推進し、環境美化運
動けの認識を深めるとともに、愛着のもてる
ふるさとづくりに貢献することを目的に実施
します。
　今年は、市制施行初年度にあたる記念すべ
き年でありますので、市民の皆様方多数のご
参加をお願いいたします。

◎実施日時
　平成 18年 7月 9日㈰
　午前 8時～ 9時（小雨決行）
◎雨天の場合
　平成 18年 7月 16日㈰に延期
◎集合場所
　○岩出地区の方は、大宮神社駐車場
　○船戸・山崎の方は、紀の川船戸左岸駐車場
　○山崎地区の方は、紀の川中島右岸河川敷内
　○根来地区の方は、民俗資料館前駐車場
　○上岩出地区の方は、緑花センター東側駐車場
　詳しくは、生活環境課までお問い合わせ下さい。

クリーン缶トリー運動イン岩出クリーン缶トリー運動イン岩出
にご協力を !

みんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

　平成 18年 4月 1日から岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入
とあわせて、「免許証等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の
皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

7 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 7月 ５ 日・19日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 7月 12日・26日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

ごみのことで判らないことがあれば、お気軽にお問い合わせください。

ク リ ー ン セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
市内に本拠を置き営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）

持ち込み搬入時の車両運行については、十分注意してください。
持ち込み車両の駐車位置は、ロータリー植え込み側（東側）黄色の線内に駐車してください。

第
15
回
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●合併処理浄化槽の働き
合併処理浄化槽を設置することで、きれいな水を身近
な環境に返して、豊かな自然を守ることができます。
環境の保全にとっては良いことづくめですが、そのた
めには合併処理浄化槽を設置した後の維持管理がきち
んとされなければなりません。
●機能
合併処理浄化槽の機能は、汚れの指標であるBOD（生
物化学的酸素要求量）除去率が 90%以上、放流水の
BODは 20㎎／ℓ以下となっています。
生活排水の中の汚濁物質量（BOD量）は、1人 1日当
たり4gといわれています。合併処理浄化槽で処理す
れば、この汚れがわずか4g以下に減ります。BOD量
が多い台所や洗濯、風呂などの生活雑排水が処理され
ない単独処理浄化槽やくみ取りトイレの家庭と比較す
ると、その処理効果の差は非常に大きくなっています。
●汚れがきれいになる理由
汚水の中の汚物を浄化する主役は、浄化槽の中のた
くさんの種類のバクテリアや原生動物などの微生物で
す。ところが、微生物は案外気難しやで、活発に働か
せるためには、微生物が働きやすい環境を整えてやら
なければなりません。
合併処理浄化槽の中では、そこに棲む微生物によって
汚物が分解、浄化され、その後浄化された水だけが放
流され、汚泥はそのまま浄化槽の中に残ります。残っ
た汚泥は、年に1回、専門の清掃業者によって引き出
す必要があります。

合併処理浄化槽は
水をきれいにします
合併処理浄化槽を設置した場合は、
単独処理浄化槽の場合に比べ、川などに放流される
汚れの量が 8分の 1になります。

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生

活
環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
?
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
し
て
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。  

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
6
か
月
経

過
し
た
日
か
ら
2
か
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
検
査
の
申
込
み
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

（
０
７
３
―
４
３
２
―
６
４
３
３
）

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は
、

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、
汚
泥
・
※
ス
カ
ム
が
た

ま
り
、
放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る

能
力
が
低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ

れ
て
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す

の
で
、
清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄

化
槽
の
清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許

可
業
者
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ

う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
上
し
て
い
る
汚
泥
）

  

浄
化
槽
を
使
用
さ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

　

空
き
地
等
に
雑
草
が
繁
茂
し
ま

す
と
、
住
環
境
や
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
空
き
地
の

所
有
（
管
理
）
者
は
、
周
辺
に
迷

惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
責
任
を

持
っ
て
雑
草
除
去
を
行
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

  

「
空
き
地
等
の
雑
草
除
去
に
つ
い
て
」
お
願
い

生活環境のページ
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総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400 保保健健推推進進
だだよよりり

　夏場・冬場は血液が不足
する季節！
　夏場は暑さや夏期休暇で、
冬場は寒さや薬を飲んでい
るといった理由で献血にご
協力いただけない方が多く
なります。
　しかし、患者さんのため
に必要な血液の量は年間を
通じてほぼ一定ですので、
献血者が減少する時期は血
液不足がおこります。勇気
をだして身近なボランティ
ア！献血にご協力ください。

献 血 に
ご 協 力
ください !

献血日程
平成18年 7月～平成19年 3月

年　月　日 場　　　　所

平成18年7月21日㈮ ホームセンターコーナン

8月 2 日㈬ スーパーネゴロ

9月15日㈮ 那賀高校と市役所

10月 5 日㈭ 松源㈱岩出中黒店

10月31日㈫ ホームセンターコーナン

12月19日㈭ スーパーネゴロ

平成19年1月 2 日㈫ ミレニアシティオークワ

1月23日㈫ 市役所

2月27日㈫ 松源㈱岩出中黒店

3月 4 日㈰ 総合保健福祉センター（ふれあいまつり）

毎月第２土曜日 ミレニアシティオークワ
※受付時間：10:00～12:00　13:00～16:00

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
健
康

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
健

康
増
進
を
進
め
る
目
的
で
、「
健

康
法
」
を
皆
様
か
ら
募
集
い
た
し

ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
健
康
生

活
の
た
め
の
参
考
に
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
主
婦
か
ら
の
投
稿
で
す
。

　

成
人
健
診
を
受
診
し
た
結
果
、

２
〜
３
年
続
け
て
高
血
圧
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
薬
に
頼
ら
ず
改
善
し

た
い
と
思
い
左
記
の
よ
う
な
健
康

法
を
続
け
、
現
在
調
子
は
良
い
そ

う
で
す
。

○
毎
朝
１
時
間
の
散
歩
を
続
け
ま

す
。

○
毎
日
、
起
床
後
コ
ッ
プ
１
〜
２

杯
の
水
を
飲
み
、
新
鮮
な
空
気

を
肺
一
杯
吸
っ
て
、
気
分
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
一
日
を
始
め

ま
す
。

○
入
浴
時
、
温
水
・
冷
水
を
交
互

に
か
け
る
方
法
を
週
二
〜
三
回

続
け
て
い
ま
す
。こ
れ
も
ま
た
、

気
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
癒
し

と
な
り
、
明
日
へ
の
活
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
も
う
お
一
人
の
主
婦
か
ら
の
投
稿
）

　

こ
れ
と
い
っ
て
た
い
し
た
事
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
で
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活

に
心
が
け
、
腹
式
呼
吸
を
心
が
け

な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

心
の
面
で
は
、
時
々
時
間
の
た

つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
で
き
る

趣
味
の
時
間
を
持
つ
事
と
何
事
も

「
ケ
セ
ラ
セ
ラ
な
る
よ
う
に
な
る

さ
、
ま
ぁ
い
い
か
」
の
精
神
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　

脳
の
老
化
予
防
の
た
め
に
、
他

人
様
と
笑
い
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り

す
る
事
と
手
首
を
し
な
や
か
に

し
、
手
先
と
顎
を
よ
く
動
か
し
ま

す
。
最
後
に
検
診
を
受
け
た
り
、

献
血
で
自
分
自
身
の
身
体
を
こ
ま

め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

お
二
人
に
は
ぜ
ひ
今
後
も
継
続

し
て
い
た
だ
き
、
健
康
生
活
を
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
は
、
個
人
的
な

健
康
法
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
参

考
と
し
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
体
調
不
良
等
が
長
引
く

時
は
、
か
か
り
つ
け
医
師
に
ご
相

談
い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め
し

ま
す
。

～私の健康法～～私の健康法～
紹 介 し ま す紹 介 し ま す



平成18年7月 平成18年 8月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
24日㈪

H18 年 3 月生まれ
28日㈪

H18 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

25日㈫ 29日㈫

7か月児
18日㈫

H17 年 12 月生まれ
22日㈫

H18 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15
19日㈬ 23日㈬

1歳8か月児
11日㈫

H16 年 11 月生まれ
8日㈫

H16 年 12 月生まれ 13:00 ～ 13:15
12日㈬ 9日㈬

3歳6か月児
14日㈮

H14 年 12 月生まれ
11日㈮

H15 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:30
21日㈮ 18日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
11日㈫

H17 年 8 月生まれ
8日㈫

H17 年 9 月生まれ 9:00 ～ 9:30
12日㈬ 9日㈬

2歳6か月児
14日㈮

H15 年 12 月生まれ
11日㈮

H16 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
21日㈮ 18日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

20日㈭
沐浴実習
産後うつについて
子どもの心を育てるために

21日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせ

13:15 ～ 13:30

予
防
接
種

BCG 4日㈫

〈通知〉
平成18年 3月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

2日㈬

〈通知〉
平成18年 4月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

13:00 ～ 14:00

栄
養
教
室

離乳食 27日㈭ 離乳食 24日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

セ
ッ
ト
検
診

基 本 健 診

胸 部 検 診

胃がん検診

大腸がん検診

乳がん検診

3日㈪
10日㈪
26日㈬
27日㈭
28日㈮
31日㈪

事前に申込みされた
方に個別通知

1日㈫
2日㈬
3日㈭
4日㈮
7日㈪
10日㈭
14日㈪
15日㈫
16日㈬
17日㈭
30日㈬
31日㈭

事前に申込みされた
方に個別通知

8:30 ～ 10:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

3日㈪
28日㈮

機能訓練室のフリー
開放

7日㈪
25日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

7月8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

8月2日㈬ スーパーネゴロ
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～69歳）
65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳
の時に1回でも経験のある方

7月21日㈮
ホームセンター
コーナン

8月12日㈯
ミレニアシティ
オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年7月、平成18年8月）

11 広報いわで　2006.7

保健推進だより
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　総合保健福祉センター…61-2400
　　　　　クリーンセンター………62-0814
　　　　市民総合体育館…………62-0370
　　　民俗資料館………………63-1499
　　岩出図書館………………62-7222
　岩出警察署………………63-0110
那賀消防組合……………61-0119

福　

祉

『
子
育
て
教
室
』

◎
子
育
て
教
室
「
豊
か
な
子
育
て

を
す
る
た
め
の
道
し
る
べ
」
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
乳
幼
児

を
も
つ
親
の
不
安
や
、
子
育
て
の

ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
を
解
決
す
る

た
め
、
子
育
て
に
つ
い
て
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
は
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩

み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援

と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を

対
象
に
市
立
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
2
週

間
前
か
ら
1
週
間
前
ま
で
の
期
間

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ先

平
成
18
年
７
月
27
日
㈭

平
成
18
年
７
月
25
日
㈫

平
成
18
年
７
月
20
日
㈭

平
成
18
年
７
月
18
日
㈫

平
成
18
年
７
月
13
日
㈭

平
成
18
年
７
月
11
日
㈫

７
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩
出
保
育
所

上
岩
出
保
育
所

根
来
保
育
所

山
崎
北
保
育
所

山
崎
保
育
所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

○
日
時　

８
月
３
日
㈭    　

　

　
　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

○
場
所　

総
合
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

○
講
師　

深
谷
薫
氏

　
　
　
　
（
臨
床
心
理
士
）

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組（
一
時
保
育
あ
り
）

※
希
望
の
方
は
、
７
月
31
日
㈪
ま

で
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
先
】

　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎
62
―
３
３
６
２

生
涯
学
習

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
２
回
エ
ク
セ
ル
（
初
級
）
教
室

文
字
入
力
は
で
き
る
が
、
エ
ク
セ

ル
は
ま
っ
た
く
初
め
て
、
と
い
う

方
が
対
象
で
す
。

【
内
容
】
基
本
操
作
・
文
字
や
数

字
入
力
・
表
や
グ
ラ
フ
の
作
成

【
受
講
料
】八
百
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

【
日
程
】

　

９
月
３
・
10
・
17
・
24
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

１
講
座
4
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

【
応
募
資
格
】
岩
出
市
民
の
方

　
　
　
　
　
　
（
学
生
不
可
）

【
定
員
】
24
名

【
場
所
】
紀
泉
台
地
区
公
民
館

◎
応
募
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
第
２
回
エ
ク

セ
ル
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
７
月
21
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
649
―
6292
岩
出
市
西
野
209

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
者
多
数
の
場

合
、
初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

７
月
1
・
8
・
15
・
22
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
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◎
成
人
講
座
研
修

・
教
養
講
座

「
裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
」

講
師
＝
和
歌
山
地
方
検
察
庁
職
員

日
時
＝
７
月
19
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

３
階
視
聴
覚
室

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

・
健
康
講
座

「
ス
ト
レ
ッ
チ
と
イ
ス
を
使
っ
た

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

講
師
＝
市
生
活
福
祉
部

　
　
　

保
健
推
進
課　

保
健
師

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
７
月
10
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
７
月
20
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
７
月
24
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
７
月
26
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
７
月
28
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

市
民
プ
ー
ル
開
場

の
お
知
ら
せ

○
開
場
期
間
及
び
時
間

　

７
月
１
日
〜
８
月
31
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

○
入
場
料

小
学
１
年
生
以
上
は
、
１
回
の

入
場
料
２
０
０
円
（
乳
幼
児
は

無
料
）

※
回
数
券
（
６
枚
綴
）
を
千
円

で
販
売
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
下
さ
い
。

○
留
意
事
項

小
学
３
年
生
以
下
の
児
童
（
乳

幼
児
を
含
む
）
は
、
必
ず
保
護

者
同
伴
と
し
ま
す
。（
保
護
者

１
人
で
同
伴
で
き
る
子
供
は
２

人
ま
で
）

講座名 実施日 実施場所 対象者・人数・材料費

①
浴衣着付け講座

平成18年 7月 22日㈯
午後1時 30分～

上岩出地区公民館 岩出市内中学校・高校生（30名）

②
サマークッキング講座

平成18年 7月 24日㈪
午前１０時～
「ブラウニー」「パンナコッタ」

岩出地区公民館 岩出市内小学校 1 年～ 6 年生
24名（材料費700円）

③
楽しいお菓子づくり

平成18年 8月 2日㈬
午前9時 30分～
「夏のお菓子ババロア」

岩出地区公民館 岩出市内小学校 1 年～ 6 年生
24名（材料費500円）

④
勾玉づくり講座

平成18年 7月 25日㈫
午後1時 30分～

紀泉台地区公民館
岩出市内小学生 1年生～ 6年生
30名（材料費300円）
（３年生以下は必ず保護者と参加）

⑤
アイデア工作スクール

平成18年 8月 11日㈮
午後1時 30分～
「車輪なしで走るリモコン付振動ツインカーを作ろう」

桜台地区公民館 岩出市内小学生 4年生～ 6年生
30名

⑥
おし花講座

平成18年 8月 21日㈪
午後1時 30分～
「おし花でオリジナルうちわ」

桜台地区公民館
岩出市内小学生 1年生～ 3年生
と保護者20組 40名
（材料費600円）

申込しめきり　平成18年7月14日㈮必着
（応募方法）はがきに「１．希望講座　２．参加者氏名・保護者氏名（保護者の参加があるときのみ）　３．郵
便番号・住所・電話番号　４．学年・学校名」を記入し、〒 649-6292　岩出市西野 209　岩出市教育委員
会　生涯学習課　公民館係」まで提出してください。
（応募の注意）
１）必ずはがきで、一人（ひと組）１枚で申し込んでください。（電話での申込は受け付けません。）
２）各講座の対象者に注意して、一人（一組）ひとつの講座申込でお願いします。（対象外の学年での申込や、
複数の講座を申し込むことはできません。）

３）④、⑥については、参加される保護者の氏名も記入してください。制作は保護者と２人でひとつになります。
申込多数の場合は、抽選となりますので、ご了承ください。
※各講座参加のときに必要なものは、参加が決定したときにお知らせします。

公
民
館「
夏夏
の
講
座
」

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報
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子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

で
は
次
の
啓
発
活
動
に
協
力
し
て

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

子
ど
も
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と

は
、
啓
発
ボ
ー
ド
を
自
転
車
カ
ゴ

等
に
取
り
付
け
、
下
校
時
間
帯
に

合
わ
せ
て
見
廻
り
、
子
ど
も
の
安

全
確
保
を
目
的
と
す
る
啓
発
活
動

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内　

岩
出
市
青
少
年
育
成
市
民
会

議
事
務
局
（
内
線
２
８
３
）

実
施
日

　

平
成
18
年
９
月
26
日
㈫
〜

　
　
　
　
　

９
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　
﹇
２
泊
３
日
﹈

行
き
先

　

鹿
児
島
県
屋
久
島

使
用
船

　
「
ふ
じ
丸
」

対
象
者

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
（
平
成

18
年
９
月
26
日
現
在
）
の
健
康

で
団
体
行
動
が
で
き
、
洋
上
老

人
大
学
で
の
経
験
を
地
域
で
活

か
せ
る
方
。（
た
だ
し
、
前
回

の
参
加
者
は
除
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。）

募
集
人
員

　

12
名

参
加
費

１
人
４
万
円
（
た
だ
し
、
岩
出

市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
半
額

の
２
万
円
が
補
助
さ
れ
ま
す
の

で
、
本
人
の
自
己
負
担
金
は

２
万
円
と
な
り
ま
す
。）

申
込
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
必
ず
ご

記
入
の
う
え
、
岩
出
市
西
野

２
０
９
番
地　

福
祉
課　

長
寿

社
会
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限

　

７
月
31
日
㈫
当
日
消
印
有
効

　

な
お
、申
込
者
多
数
の
場
合
は
、

８
月
４
日
㈮
に
公
開
抽
選
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

◎
募
集
種
目

２
等
陸
・
海
・
空
士
、
一
般
曹

候
補
学
生
、
曹
候
補
士
、
航
空

学
生

◎
受
付
期
間

•
10
月
採
用
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）

　

受
付
中
〜
９
月
１
日
㈮

•
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

　

８
月
１
日
㈫
〜
９
月
29
日
㈮

•
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

　

８
月
１
日
㈫
〜
９
月
８
日
㈮

•
一
般
曹
候
補
学
生
、曹
候
補
士
、

航
空
学
生

　

８
月
１
日
㈫
〜
９
月
８
日
㈮

◎
試
験
日

•
10
月
採
用
２
等
陸
・
海
・
空
士

（
男
子
）

　

９
月
２
日
㈯

•
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

　

９
月
20
日
㈬
・
30
日
㈯

•
２
等
陸
・
海
・
空
士
（
女
子
）

　

９
月
24
日
㈰

•
一
般
曹
候
補
学
生
・
曹
候
補
士

　

９
月
16
日
㈯

•
航
空
学
生

　

９
月
23
日
㈯

◎
説
明
会

•
７
月
30
日
㈰

•
10
時
〜
16
時
（
随
時
）

•
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

　

３
階
Ａ
会
議
室

◎
受
験
資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

自
衛
隊
和
歌
山
募
集
案
内
所

電　

話
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

募　

集

和
歌
山
県
洋
上
老
人
大
学
「
長
寿
丸
」
参
加
者
募
集

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

ＤＶ被害者支援
ボランティア育成講座
受講者募集について

　平成 13 年 10 月からＤＶ防止法
が、平成 16 年 12 月には改正ＤＶ
防止法が施行され、被害者相談も
年々増加しています。
　県では、迅速かつ多様な被害者支
援を可能にするためのボランティア
育成講座を開催します。
1開催日時

2開催場所　岩出地区公民館
3募集人員　25人
4受講料　無料
　（※会場までの交通費は自己負担）
5申込方法
「この講座を受ける動機について」
と題した作文（800 字程度）に住所、
氏名、年齢、電話番号を記入し、下
記の問い合わせ先に送付してくださ
い。
申込み後、選考します。
6締切り
平成 18年 7月 31日㈪必着
7その他
　一時保育あります。
　（※事前申込制）
8問い合わせ
　〒 640-8585（県庁専用郵便番号）
　和歌山県男女共生社会推進課
　ＴＥＬ：073-441-2510

日　　　　　時
第１回  9 月16日㈯  13:00～15:00
第２回 10月 7 日㈯  13:00～15:00
第３回 10月14日㈯  13:00～15:00
第４回 10月28日㈯  13:00～15:00

暮らしの情報
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「
移
動
県
民
相
談
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　

移
動
県
民
相
談
が
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は

左
記
の
要
領
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の

予
約
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

記

日　

時　

７
月
13
日
㈭

　
　
　
　

13
時
か
ら
16
時

場　

所　

那
賀
振
興
局

　
　
　
　
（
岩
出
市
高
塚
）

受　

付　

２
階　

中
会
議
室

相
談
室　

２
階　

小
会
議
室

内　

容　

　

弁
護
士
及
び
県
民
相
談
員
に
よ

る
法
律
相
談
、
行
政
相
談
、
そ
の

他
一
般
相
談

※
予
約
受
付
開
始

　

６
月
29
日
㈭
か
ら

那
賀
振
興
局
総
務
室
へ
電
話
予

約　

先
着
10
名

　

電
話
番
号　

61

０
０
０
５

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

７
月
27
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

被
害
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
年
々
増
加
す
る
ア
ラ

イ
グ
マ
被
害
対
策
と
し
て
、
岩
出

市
防
除
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し

た
。

　

農
作
物
へ
の
食
害
、
民
家
侵

入
に
よ
る
生
活
被
害
で
お
困
り

の
方
は
、
農
林
経
済
課
（
内
線

２
３
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

イ
ノ
シ
シ
か
ら

農
作
物
を
守
れ
！

　

電
気
柵
等
設
置
補
助
制
度
の
お

知
ら
せ

　

山
間
部
に
お
い
て
農
作
物
を
イ

ノ
シ
シ
等
に
荒
ら
さ
れ
て
い
る
方

は
、
電
気
柵
等
を
設
置
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

岩
出
市
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
等
の

被
害
防
止
の
た
め
、
電
気
柵
等
設

置
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と

は
、
農
林
経
済
課

（
内
線
２
３
７
）

ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃
の
ク

ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、「
文
協
俳
句
会
」
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

○
「
文
協
俳
句
会
」

期
間　

７
月
２
日
㈰
か
ら

　
　
　

７
月
30
日
㈰
ま
で

　
　
　
（
午
前
９
時
か
ら

　
　
　

午
後
５
時
ま
で
）

場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館　

　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
民
俗
資
料
館
の
入
場
時
間
は
、

午
後
４
時
30
分
ま
で
。

　

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
で
す
。

「
き
の
く
に
Ｉ
Ｔ
人
材
バ
ン

ク
」
へ
の
登
録
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
は
、
情
報
通
信
関
連

企
業
へ
の
就
職
希
望
者
の
登
録
を

募
集
し
て
い
ま
す
！

　

新
規
学
卒
者
・
一
般
求
職
者
の

別
、
就
職
希
望
時
期
を
問
い
ま
せ

ん
。

　

登
録
者
へ
求
人
情
報
、
Ｕ
タ
ー

ン
フ
ェ
ア
等
の
情
報
を
提
供
し
、

誘
致
企
業
へ
登
録
者
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
求
職
者
と
企

業
と
の
橋
渡
し
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
企
業
立
地
課

　

〒
６
４
０

８
５
８
５

　

和
歌
山
市
小
松
原
通
１
ー
１

電　

話　

０
７
３

４
４
１

２
７
４
８

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
３

４
２
２

１
９
３
３

e-m
ail　

e0622001@
pref.

w
akayam

a.lg.jp
U

R
L

　

h
ttp

:/
/
w

w
w

.
pref.w

akayam
a.lg.jp/

prefg/062200/itbank/

相　

談

そ
の
他

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

7　

月

2 日 中西歯科医院 紀の川市貴志川町長山 277-176 64-7234
9 日 岡本歯科医院 紀の川市粉河 389-7 73-4970
16 日 西野歯科医院 岩出市北大池角田 78-7 62-4556
17 月 佐野歯科医院 紀の川市豊田 85 77-0170
23 日 はぎはら歯科 紀の川市貴志川町長原102 64-8850
30 日 もりもと歯科 岩出市山田 4-7 69-2688

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

国
民
健
康
保
険
税 

納
期

平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
の
納
期
限
は
、
7
月
31
日
で
す
。

期
日
に
遅
れ
な
い
よ
う
に
お
納
め
く

だ
さ
い
。

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報
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上
田
徳
一
氏
は
、
幼
少
の
頃
か

ら
、
勉
学
意
欲
は
極
め
て
旺
盛
で

あ
り
な
が
ら
、
家
計
が
裕
福
で
な

く
、
家
事
の
手
伝
い
な
ど
で
忙
し

く
て
学
校
へ
い
け
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
、
苦
学
を
し
な
が
ら
生

活
を
切
り
詰
め
、
三
十
二
歳
で

や
っ
と
大
学
を
卒
業
し
、
卒
業
後

も
倹
約
を
続
け
て
蓄
え
た
浄
財

を
、
自
分
と
同
じ
境
遇
の
人
た

ち
の
た
め
に
役
立
て
て
も
ら
お
う

と
、
株
式
証
券
を
本
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

上
田
徳
一
氏
の
遺
志
に
よ
り
、

本
市
の
子
ど
も
た
ち
で
勉
学
に
意

欲
を
持
ち
、
優
れ
た
学
生
・
生
徒

で
あ
り
な
が
ら
経
済
的
理
由
に
よ

り
就
学
が
困
難
な
人
に
対
し
、
就

学
の
援
助
を
行
い
、
有
能
な
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
平
成
元
年
に
当
育
英
奨
学
会

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
十
九
期
生（
平
成
十
八
年
度
）

　

募
集
期
間

平
成
十
八
年
六
月
五
日
か
ら
平
成

十
八
年
九
月
十
五
日
ま
で

☆
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
奨
学
生
志
願
者
の
在
学
す
る
学

校
の
推
薦
書

③
奨
学
生
志
願
者
の
家
族
の
所
得

証
明

④
奨
学
生
志
願
者
の
住
民
票

　
　
　
　
　
（
世
帯
全
員
の
も
の
）

※
願
書
は
、
岩
出
市
教
育
委
員
会

内
財
団
法
人
上
田
徳
一
・
千
代
子

育
英
奨
学
会
事
務
局
で
交
付
し
ま

す
。

　

書
類
の
提
出
は
、
奨
学
生
志
願

者
の
在
学
校
又
は
、
卒
業
学
校
を

経
由
し
て
同
委
員
会
内
同
事
務
局

ま
で
送
付
下
さ
い
。

☆
対
象
学
校
・
給
貸
与
金
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
用
人
数

①
高
等
学
校　

月
額
一
万
五
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
２
名

②
大
学　

　
　

月
額
三
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
２
名

※
平
成
十
六
年
度
採
用
者
（
十
七

期
生
）
よ
り
給
貸
与
総
額
の
半
額

償
還
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

☆
選
考
方
法

　

第
一
次　

書
類
審
査

　

第
二
次　

筆
記
試
験

　
　

試
験
日　

十
月
下
旬
予
定

　
　

場
所　

　

中
央
公
民
館

　

な
お
、
詳
し
く
は
、
岩
出
市
教

育
委
員
会
教
育
総
務
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

財
団
法
人
上
田
徳
一
・
千
代
子

育
英
奨
学
会
第
十
九
期
生
募
集

差
別
を
な
く
す
啓
発
作
文
入
選
作
品

　

㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て

気
づ
い
た
こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
県
内
の
学
校
に
通
う

児
童
・
生
徒
を
対
象
に
平
成
17
年

7
月
1
日
か
ら
9
月
５
日
ま
で
の

間
、
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の

内
、
入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し

た
。

　

岩
出
市
か
ら
10
名
の
方
が
入
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10

回
に
わ
け
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
お
は
な
し
の
お
お
か
み
く

ん
は
や
さ
し
く
て
、
さ
み
し
い
お

お
か
み
で
す
。
だ
か
ら
、
友
だ
ち

が
ほ
し
い
け
ど
、
み
ん
な
お
お
か

み
は
わ
る
く
て
、
こ
わ
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
友
だ
ち
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

お
お
か
み
く
ん
が
友
だ
ち
を
つ

く
ろ
う
と
思
っ
た
と
き
、
び
っ
く

り
さ
せ
た
ら
わ
る
い
か
ら
、
か
く

れ
て
う
さ
ぎ
ち
ゃ
ん
、
こ
ぶ
た
ち

ゃ
ん
、
き
つ
ね
ち
ゃ
ん
、
た
ぬ
き

ち
ゃ
ん
に
、は
な
し
か
け
ま
し
た
。

　

で
も
み
ん
な
お
お
か
み
だ
と
わ

か
っ
た
と
き
、
わ
る
い
お
お
か
み

だ
と
思
っ
て
、
び
ょ
う
き
の
ま
ね

や
、
ケ
ガ
の
ま
ね
を
し
て
、
う
そ

を
つ
き
ま
し
た
。
な
に
も
知
ら
な

い
や
さ
し
い
お
お
か
み
く
ん
は
、

本
と
う
だ
と
思
っ
て
、
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
か
ん
び
ょ
う
を
し
て

あ
げ
ま
し
た
。

　

あ
ん
ま
り
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
か
ん
び
ょ
う
を
し
て
く
れ
る
の

で
、
み
ん
な
お
お
か
み
く
ん
が
、

や
さ
し
い
お
お
か
み
だ
と
き
が
つ

き
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
お
お
か
み
く
ん
が
友

だ
ち
が
ほ
し
い
と
「
ウ
ォ
〜
ン
、

ウ
ォ
〜
ン
。」
と
な
き
ま
し
た
。

み
ん
な
は
、「
き
み
の
こ
と
よ
く

知
ら
な
い
の
に
か
っ
て
に
こ
わ
い

と
き
め
つ
け
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん

ね
。」

　
「
び
ょ
う
き
の
ま
ね
な
ん
か
し

て
ご
め
ん
な
さ
い
。」
と
な
ん
か

い
も
あ
や
ま
っ
て
、
あ
そ
び
に
さ

そ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
る
と
ま

た
お
お
か
み
く
ん
は
な
き
ま
し

た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
う
れ
し

か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
み
ん

な
な
か
よ
し
に
な
り
ま
し
た
。

佳　作
「
と
も
だ
ち
ほ
し
い
な
お
お
か
み
く
ん
」
を
よ
ん
で

上
岩
出
小
学
校　

２
年　

島し
ま
も
と本　

亜あ

い

る

依
瑠　
　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）

退職者医療制度に
ついて

詳しいお問い合わせは、
　保険年金課　国保係
　（内線 192・193）

暮らしの情報
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～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は「ねごろ大唐入りふな焼き」をご紹介します。
［料理のいわれ、特徴］
　那賀郡で戦前から食べられていたおやつ。昔は黒砂糖と炭酸を使い、牛乳でなく水で生地を練
りました。名前の由来は、昔はかまどの上に置いた「ほうらく」という鍋で焼き、その鍋の底が
船の底に似ていたので、「船焼き」と言われたという説があります。
　昭和 40年代にホットケーキミックス粉が一般家庭へ浸透するとあまり作られなくなりました。
　最近中学校や高等学校でふな焼きを伝承しましたが、大変好評でした。

くちなしグループ

料理名 ねごろ大唐入りふな焼き グループ名 くちなしグループ

【材料】
小麦粉‥‥‥‥‥ 200 ｇ
ベーキングパウダー ‥ 小さじ１
牛乳‥‥‥‥‥‥ 180cc
ねごろ大唐ピューレ ‥ 100cc
卵‥‥‥‥‥‥‥‥‥1個
砂糖‥‥‥‥‥‥大さじ 3
油‥‥‥‥‥‥‥‥ 適量

【作り方】
①　小麦粉とベーキングパウダーはいっしょにふるう。
②　ボールに卵、砂糖、牛乳、ねごろ大唐ピューレを入
れよく混ぜ、①を加えてとろりとなるまで混ぜる。

③　フライパンを熱し、油を塗って②の生地をフライパ
ンいっぱいに入れて弱火で焼く。片面が焼けたら裏
返してもう片面も焼く。皿に取り、切り分ける。

•　甘みが控えめであるため、好みではちみつ等をつけ
てもよい。

•　ねごろ大唐はミキサーにかけピューレ状にして冷凍
しておくといつでも使用できる。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

みそ入りふな焼き：ねごろ大唐ピューレの代わりに味噌 50ｇを使用する。

い
つ
の
間
に
一
人
歩
き
す
る
噂
合
う
人
毎
に
安
否
問
は
る
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
田
）　

田
中　

チ
ヅ　

心
地
良
き
風
受
け
止
め
て
緑
陰
に
憩
う
倖
せ
友
と
分
け
合
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　

藤
田　

久
子　

転
寝
て
窓
よ
り
入
り
し
青
田
風
南
部
土
産
の
風
鈴
チ
リ
ン 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
上
）　

幡
井　

ツ
ヤ
コ

ゆ
く
り
な
く
真
昼
の
水
に
雲
映
え
て
お
ほ
き
時
間
の
う
つ
り
ゆ
く
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）　　

藤
原　

美
知
子

時
熟
し
人
あ
り
て
為
に
扉
開
く
伝
灯
の
重
責
今
こ
こ
に
修
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
野
）　

東
泊　

保
光　

さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
芽
を
日
毎
覗
き
を
り
孫
四
人
目
の
生
れ
来
た
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
屋
）　

赤
井　

順
子　

久
々
に
茄
子
の
煮
物
す
乙
女
の
日
母
に
習
ひ
し
手
順
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）　　

水
崎　

紓
子　

「
右
ね
ご
ろ
あ
ふ
さ
か
」
と
あ
る
道
標
市
制
施
行
の
歴
史
深
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
野
）　

岩
西　

起
佐
子

庭
に
生
る
初
物
の
枇
杷
供
え
た
り
亡
母
の
好
物
み
な
種
多
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
塚
）　

上
岡　

洋
子　

残
世
の
わ
が
負
の
部
分
ぜ
ん
め
い
を
覚
え
つ
つ
な
ほ
春
の
畑
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
西
国
分
）永
田　

芳
子

無
花
果
の
熟
れ
果
ゆ
た
か
な
朝
の
畑
た
の
し
み
行
け
ば
鳥
の
影
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荊
本
）　

堂
西　

知
子　

取
得
な
き
ま
ま
に
生
き
ゆ
く
人
生
に
錯
誤
の
鞭
と
も
夏
の
夜
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　

福
元　

千
鶴　

ぽ
ん
と
置
く
形
に
も
見
え
畑
中
に
今
風
の
家
明
る
く
建
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
）　　

斯
波　

美
和
子

幽
か
な
る
川
上
に
飛
ぶ
鳥
一
羽
声
は
小
暗
き
水
面
よ
り
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
清
水
）　

井
谷　

初
子

八
十
に
な
り
ま
し
た
と
の
便
り
来
る
芋
分
け
あ
い
て
食
べ
し
時
の
師 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
栖
）　

寺
西　

敦
子

治
癒
こ
そ
は
す
べ
て
自
力
と
悟
さ
れ
し
吾
に
は
強
気
気
力
の
欲
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
）　　

福
田　

キ
ヨ

岩
出
短
歌
会

作業主任者技能講習日程表（7月～8月）
建設業労働災害防止協会　和歌山県支部　TEL（073）436-1327　FAX （073）426-3987

講習の名称 日　　　時 場　　　　所 受　講　料 受付開始予定
足 場 の 組 立 て 等 7月 4 日㈫～7月 5 日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,600 6月 5 日㈪～
※ 1 石　　　　　　綿 7月21日㈮～7月22日㈯ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,900 6月20日㈫～
鋼 橋 架 設 等 8月 8 日㈫～8月 9 日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,800 7月10日㈪～
木造建築物の組立て等 8月22日㈫～8月23日㈬ 和歌山県勤労福祉会館（プラザホープ） ￥9,500 7月24日㈪～

《注》１．講義時間は、何れもAM9:00 ～ PM5:00
　　（講義内容により、変更があります。）
２．講習会の受付は、講習会開催の約１ヶ月前からです。
３．受講料は当方に御持参戴くか、又は現金書留でお願いします。

４．受講料等には、テキスト代が含まれています。
５．定員になり次第、締め切ります。

※1　平成18年 4月より、新しく『石綿作業主任者』の資格が出来ました。

暮らしの情報
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第
16
回　

岩
出
市
民
テ
ニ
ス
大
会

○
日
時　

平
成
18
年
４
月
16
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
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テ
ニ
ス
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ー
ト

○
結
果
（
ダ
ブ
ル
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Ａ
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歌
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第
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回

和
歌
山
県
空
手
道
選
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平
成
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月
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○
場
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和
歌
山
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ビ
ッ
グ
ホ
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○
結
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﹇
形
競
技
﹈

　

•
小
学
５
年
生
男
子
の
部

　
　

優
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宮
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•
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学
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澁
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﹇
組
手
競
技
﹈

　

•
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•
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６
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々

こ ん な と き 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入して
きたとき 印鑑

職場の健康保険の資格が
なくなったとき

印鑑、職場の健康保険資
格喪失証明書
（資格喪失日の分かる書
面）

職場の健康保険の被扶養
者でなくなったとき

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証

生活保護を受けなくなっ
たとき

印鑑、保護廃止決定通知
書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出すると
き 印鑑

職場の健康保険にはいっ
たとき 印鑑、国保と健保の両方

の保険証職場の健康保険の被扶養
者になったとき
国保の被扶養者が死亡し
たとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるように
なったとき

印鑑、保険証、保護開始
決定通知書

そ　
　

の　
　

他

退職者医療制度の対象に
なったとき 印鑑、保険証、年金証書

市内で住所が変わったと
き

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わった
とき
世帯が分かれたり、いっ
しょになったとき
修学のため、別に住所を
定めるとき

印鑑、保険証、在学証明
書

保険証を失くしたり、汚れて
使えなくなったとき

印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証）

国保への届出は必ず 14日以内に国保への届出は必ず 14日以内に

暮らしの情報
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

　青少年読書感想文全国コンクールは、児童生徒・勤労青少

年を対象に、読書活動の振興等を目的に、1955 年に始まっ

たものです。

このコンクールは

①子どもや若者が本に親しむ機会をつくり、読書の楽しさ、

すばらしさを体験させ、読書の習慣化を図る。

②より深く読書し、読書の感動を文章に表現することをとお

して、豊かな人間性や考える力を育む。

　さらに、自分の考えを正しい日本語で表現する力を養う。

という趣旨で行われています。

　コンクールへの応募等については、主催者のホームページ

（http://www.dokusyokansoubun.jp/）でご確認くださ

い。

　岩出図書館では、第 52回青少年読書感想文全国コンクー

ル課題図書を全種類そろえております。駅前ライブラリー・

総合保健福祉センター図書室にもご用意しておりますが、大

勢の方に読んでいただくため、7 月 15 日㈯から 9月 15 日
㈮まで、課題図書の貸出をお一人１冊、貸出期間を１週間と
させていただきます。

　課題図書の予約は一人１冊までです。予約本の取置期間は

１週間です。図書館からの連絡がありましたら、なるべく早

く借りに来てください。

小学校低学年の部小学校低学年の部
どんなかんじかなあ（中山千夏ぶん　和田誠え）

ビーズのてんとうむし（最上一平作　山本裕司絵）

とくべつないちにち（イヴォンヌ・ヤハテンベルフ作　野坂悦子訳）

あかちゃんてね（星川ひろ子著　星川治雄著）

小学校中学年の部小学校中学年の部
わたしたちの帽子（高楼方子作　出久根育絵）

ダニエルのふしぎな絵（バーバラ・マクリントック作　福本友美子訳）

ロボママ（エミリー・スミス作　もりうちすみこ訳）

イシガメの里（松久保晃作　文・写真）

小学校高学年の部小学校高学年の部
紅玉（後藤竜二文　高田三郎絵）

うそつき大ちゃん（阿部夏丸著　村上豊装画・挿絵）

こんにちはアグネス先生　アラスカの小さな学校で（Ｋ．ヒル作　宮木陽子訳）

ライト兄弟はなぜ飛べたのか　紙飛行機で知る成功のひみつ（土佐幸子著）

中学校の部中学校の部
空色の地図（梨屋アリエ作）

少年は戦場へ旅立った（ゲイリー・ポールセン著　林田康一訳）

走れ！やすほ　にっぽん縦断地雷教室（上泰歩文　なみへい絵）

高等学校の部高等学校の部
その日まえに（重松清著）

オリーブの海（ケヴィン・ヘンクス著　代田亜香子訳）

オシムの言葉　フィールドの向こうに人生が見える（木村元彦著）

おはなしドロップス
図書館ボランティア「おはなしドロップス」のみなさんによ

るおはなし会です。

＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 18年 7月 2日㈰
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け

　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

おはなしのとびら
朗読グループ「岩出やよい会」のみなさんによるおはなし会

です。

＊詳しい内容については、岩出図書館の掲示板をご覧ください。

平成 18年 7月 15日㈯
　第１部　13：30～ 14：00　幼児向け

　第２部　14：10～ 14：40　小学生向け

第52回 青少年読書感想文全国コンクール
課題図書について

課題図書の貸出制限について

課題図書の予約について

おはなし会のお知らせ
　　　　　場所：岩出図書館おはなし室

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です。ただし、7月 31日月は図書館
整理日のため、休館・休室です。

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

7月のカレンダー

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

印は岩出図書館が休館のため、閲覧のみとなります。
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市の人口と世帯（平成 18年 5月末日現在）　総人口 51,430 人　男 24,860 人　女 26,570 人　世帯数 19,028

（応募方法等）
•次の市内各公共施設に備え置いてある応募用紙
に、車両デザインを作成し、住所・氏名・年齢・
電話番号を記入のうえ、総務部総務課へ、郵送ま
たは直接提出してください。
応募用紙備え置き場所
市役所、総合保健福祉センター、岩出図書館、岩
出地区公民館、船山地区公民館、山崎地区公民館、
紀泉台地区公民館、根来地区公民館、桜台地区公
民館、上岩出地区公民館、サンホール
•応募は、市民又は市内に勤務されている方で、
１人１点とします。

•応募用紙に、バスの側面にデザインおよび彩色
し、その説明を記入してください。（バスの左右
側面は同じデザインとし、バスのボディカラー
は、白色です。）
•車両デザインの条件として、巡回バスにふさわ

しいもので、わかりやすく市民に親しまれるも
のとします。
•応募作品は、未発表のものに限ります。
•募集期間
7月1日㈯～7月20日㈭（当日消印有効）
•作品の取り扱いについては、採用作品の一切の
権利は岩出市に帰属するとともに、使用の際に
補作、修作する場合があります。また、応募作
品は返却しません。
•報奨については、採用作品に記念品をお贈りし
ます。
•選考については、岩出市生活公共バス検討委員
会において選定します。
•審査結果については、広報いわでに掲載し発表
します。

（問い合わせ先）
総務部総務課　電話番号：62ー2141

巡回バスの車両デデザザイインンを募集します
　市では、本年度「日本宝くじ協会」の助成金を活用し、岩出町合併 50周年
記念事業として、市内巡回バスを新しく購入します。
　この巡回バスを“市民により親しまれ、愛される”ものとするため公募に
より、車両デザインを募集します。


